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第１節 アンケート結果からみる市⺠意識や課題 
 

１．アンケートの概要 
 

本計画の策定にあたり、市民が感じている地域の現状や課題、地域福祉に対する考え方等

を把握し、施策の立案等に活用することを目的に実施しました。 

 

□■アンケートの実施概要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

□■アンケートの配布・回収結果（20 歳以上の市民） 

 
＜性別グラフ＞              ＜年代別グラフ＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜地区別グラフ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

○調査対象者 

中学２年生：363 人 

 20～64 歳の市民（以下、「20 歳以上の市民」という。）：3,000 人を対象に無作為抽出 

※3,000 件郵送の内、11 件が宛先不明で返却されたため、対象全数は 2,989 件 

○調査期間 

平成 28 年１月 25 日（月）～平成 28 年２月 15 日（月） 

○調査方法 

中学２年生：学校を通じての配付・回収 

20 歳以上の市民：郵送による配付・回収 

 

男性 女性

配布数 1,471 1,518

回収数 446 554

回収率 30.3 36.5
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20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60～64歳

配布数 520 663 748 662 396

回収数 12 136 275 353 225

回収率 2.3 20.5 36.8 53.3 56.8
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地区
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地区

十市

地区

緑ヶ丘

地区

配布数 39 26 144 274 90 421 30 73 922 53 210 71 178 92 114 252

回収数 17 9 48 95 35 108 25 28 318 20 59 25 61 30 37 76

回収率 43.6 34.6 33.3 34.7 38.9 25.7 83.3 38.4 34.5 37.7 28.1 35.2 34.3 32.6 32.5 30.2

43.6 

34.6 33.3 34.7 

38.9 

25.7 

83.3 

38.4 

34.5 
37.7 

28.1 

35.2 34.3 
32.6 32.5 

30.2 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

0

200

400

600

800

1,000

（件） （％）



資料編 

 

88 

思う

40.9 

45.8 

34.2 

28.6 

51.7 

少し思う

46.3 

45.8 

50.7 

48.2 

34.5 

思わない

12.8 

8.4 

15.1 

23.2 

13.8 

不明・無回答

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=337)

香長中学校(N=179)

北陵中学校(N=73)

鳶ヶ池中学校(N=56)

香南中学校(N=29)

思う 少し思う 思わない 不明・無回答

できる

61.7 

62.6 

58.9 

69.6 

48.3 

できない

37.4 

36.3 

39.7 

30.4 

51.7 

不明・無回答
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0.0 

0.0 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=337)

香長中学校(N=179)

北陵中学校(N=73)

鳶ヶ池中学校(N=56)

香南中学校(N=29)

できる できない 不明・無回答

 
 
 

２．アンケート結果（一部抜粋） 
 

（１）中学２年⽣  
 

□■将来、南国市に帰ってきたいと思うかについて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

□■近所の人への助けの要請について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

将来、進学や就職で南国市を離れることになったとしても、また南国市に戻ってきた

いと思うかについて、全体では「思う」と「少し思う」の割合が高くなっていますが、

中学校別にみると、郷土への愛着には地域差があることがうかがえます。 

 困った時に、となり近所の人に助けを求めることはできるかについて、全体では「で

きる」が「できない」を上回っていますが、「できない」の割合は４割弱となっており、

近所づきあいの希薄化、地域と子どもの関わり方に課題があることがうかがえます。 

全
体

 
中

学
校

別
 

【凡例】 

全
体

 
中

学
校

別
 

【凡例】 



資料編 

89 

51.3 46.5 2.2 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

(N=639)

市内 市外 不明・無回答

82.4 14.4 3.2 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

(N=1,017)

はい いいえ 不明・無回答

 
 

（２）20 歳以上の市⺠  
 

□■勤務先（または通学先）について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

□■自治会・町内会への加入について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

前回アンケート調査の結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

勤務先（または通学先）について、「市外」が 46.5％となっており、平日の日中には

仕事（または就学）をしている世代の約半数は市内にいないことがうかがえます。 

72.3 23.2 4.5 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

(N=1,734)

はい いいえ 不明・無回答

世帯が自治会・町内会に加入しているかについてみると、「はい」が８割を上回って

おり、前回アンケート調査の結果と比較すると、「はい」が 10.1 ポイント上昇していま

す。市民の地域活動への関心が高まっていることがうかがえます。 

※平成 23年実施アンケート調査結果 
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39.1 40.1 18.5 2.3 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

(N=1,017)

知っている

名前を聞いたことがあるが、活動までは知らない

知らない

不明・無回答

35.3 1.0 63.7 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

(N=1,734)

知っている 相談したことがある 無回答

27.0 7.0 1.6 61.8 2.7 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

(N=1,017)

顔も名前も知っている 名前は知っているが、顔はわからない

顔は知っているが、名前はわからない 名前も顔も知らない

不明・無回答

 
 

□■社会福祉協議会（社協）について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

前回アンケート調査の結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

□■民生委員・児童委員について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

南国市社会福祉協議会を知っているかについて、前回アンケート調査の結果と比較す

ると、「知っている」の割合が若干上昇したものの、「名前を聞いたことがあるが、活動

までは知らない」がもっとも高くなっており、活動内容の周知・啓発が十分ではないこ

とがうかがえます。 

お住まいの地区を担当している民生委員・児童委員を知っているかについて、「名前

も顔も知らない」が６割を上回っており、地域における民生委員・児童委員の認知が十

分ではないことがうかがえます。 

※平成 23年実施アンケート調査結果 
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45.5 

38.2 

33.8 

21.6 

11.4 

25.2 

11.6 

13.3 

2.5 

3.0 

0.0 20.0 40.0 60.0

住民相互の日常的な対話や交流を広げる

高齢者や障害のある人と子ども・若い人たちとの

幅広い交流を広げる

自治会・町内会が住民の身近なくらしや、

健康・安全・防犯等の問題に取り組む

身近な地域で住民のくらしや福祉について

懇談する機会をつくる・増やす

地域で取り組まれている活動の交流や

意見交換会を開催する

社協、民生委員・児童委員、ボランティアとの

協力・連携を広げる

ボランティア活動・地域福祉活動への

参加をもっと増やす

特にない

その他

不明・無回答

(N=1,017)

(%)

 
 

□■住民の取り組みについて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お互いに力を合わせて、安心して暮らせるまちづくり（地域福祉活動）を進めるうえ

で、住民が取り組むべきことは何だと思うかについて、「住民相互の日常的な対話や交

流を広げる」がもっとも高く、次いで「高齢者や障害のある人と子ども・若い人たちと

の幅広い交流を広げる」が高くなっており、地域における、世代や障害の有無を超えた

交流の必要性を住民が感じていることがうかがえます。 


